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地政学的リスクは、
依然として、市場混乱の大きな要因です。

2019年初には、FRBが利上げなどの金融政策の正常化
を急がないとのスタンスに変わったことや、中国経済が
最悪期を脱した兆しなどを受けて、投資家心理の改善が
見られました。一方で、地政学的リスクや世界経済の
見通しに対する懸念が根強くあります。とはいえ、中国の
政策転換は中国経済の安定化が世界経済の下支えになる
との期待感から投資家心理の改善に寄与しています。

中国の景気刺激策は、今後1年半程度の
中国経済の安定化に資すると考えられます。
これは、投資家心理の改善や更なる金融緩和
への期待感につながります。

米国では、賃金上昇や税金還付等が
経済成長を後押しし、2019年半ばの
FRB（米連邦準備制度理事会）による
利上げにつながると考えられます。
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